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及
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段、

せ

詩

一

、

緒

論

騎
代
に
綿
織
と
花
聞
い
た
詩
は
、
宋
代
に
入
っ
て
そ
の
様
相
を
一
変
、
ア
る
。
即
ち
情
感
の

り
ぬ
織
の
ま
ま
に
歌
い
出
さ
れ
た
盛
艇
に
し
て
多
彩
な
唐
詩
の
世
界
が
、
深
川
引
都
知
を
透
徹
さ

せ
た
、
減
速
に
し
て
平
淡
な
詩
境
を
尊
ぶ
宋
詩
の
世
界
へ
と
推
移
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

ζ

九
は
、
文
化
担
当
者
の
交
替
や
、
社
会
経
済
の
変
化
な
ど
、
時
代
の
諸
相
か
ら
説
明
さ

れ
る
の
が
、
普
通
で
あ
る
が
、
そ
の
底
に
流
れ
る
精
神
の
推
移
に
対
し
て
働
い
た
仏
教
、
と

り
わ
け
当
時
に
於
け
る
機
宗
の
影
響
は
見
過
ナ
ζ

と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
ョ
麗
か
ら
宋
に
か
け
禅
宗
が
感
行
し
、
士
大
夫
が
と
れ
か
ら
甚
大
な
影
響
を
受
け
て
、
新

橋
教
主
義
成
立
の
素
因
と
な
っ
た
、
と
は
中
国
史
の
通
説
で
あ
る
が
、
時
の
詩
論
も
禅
の
影

響
の
外
在
は
あ
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

宋
代
は
文
化
一
般
に
革
新
の
気
運
が
み
な
ぎ
り
、
中
国
文
化
の
ル
、
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
も
呼
ば

れ
る
時
代
で
あ
る
が
、
詩
の
分
野
r
L

、
清
い
て
も
、
移
し
い
数
の
詩
話
が
生
ま
れ
、
一
一
詩
に
関
す

る
議
論
の
一
時
に
花
咲
い
た
感
じ
の
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
も
そ
の
中
に
は
、
詩
を
禅
で
説

ζ

う
と
す
る
も
の
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ζ

の
小
識
に
、
府
い
て
、
私
は
先
ず
、
唐
宋
に
お
'
け
る
詩
人
の
禅
に
対
す
る
態
度
、
を
見
、
次

い
で
治
決
詩
認
を
中
心
に
宋
代
詩
論
に
表
わ
れ
た
都
の
影
響
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

も
と
よ
り
、
仏
教
と
文
学
論
と
の
関
係
は
、
速
く
劉
磁
の
文
心
離
竜
な
ど
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
考
察
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
詩
人
選
と
交
渉
が
深
く
~
詩
憎
の
多
か
っ
た
天
台
宗
な
ど
と

の
関
係
も
見
る
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
数
の
関
係
上
、

ζ
ζ

で
は
禅
と
詩
と
に
限
っ
て
考
察
を

進
め
る
。
ニ
、
詩
人
と
禅

制
緩
代
の
詩
人
と
禅

る

持i

の

f:'V 
Jβ二r

怨li-t三三玉

横

山

伊

丸コ
き
ラ

ま住

王
維
や
白
居
易
が
、
仏
教
に
対
し
て
強
、
い
関
心
を
待
'
っ
て
い
た
こ
と
が
周
知
の
事
で
あ
る

よ
う
に
唐
詩
人
の
多
く
が
禅
宗
に
も
関
心
を
寄
せ
て
い
、
た
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
代
は
掠
宗
の

形
成
期
に
当
る
が
、
唐
詩
の
中
で
禅
僧
と
の
交
渉
を
う
た
っ
た
詩
は
数
多
い
。
王
維
「
遊
一
}

戯
化
寺
こ
「
寄
ニ
崇
党
僧
一
」
、
自
居
易
「
過
ニ
J

山
口
速
禅
師
一
有
レ
感
而
焔
」
、
柳
宗
元
「
比
一
版
記
ヂ
超

師
院
-
読
乙
禅
a

経
-
詩
」
、
主
一
服
州
「
行
寛
禅
師
'
一
、
孟
郊
「
始
二
道
月
上
人
-
」
、
劉
長
郷
「
贈
ヱ

徴
上
人
-
e
一
、
鹿
全
「
泊
二
稚
禅
師
7
一
、
社
牧
「
題
二
都
段
一
s
一
、
孟
浩
然
「
日
昭
二
香
山
港
上
人
-
」
、

等
の
数
例
を
見
て
も
、
そ
れ
に
は
詩
人
達
が
好
ん
で
禅
寺
を
訪
ね
、
僧
達
に
詩
を
贈
っ
て
い

た
事
実
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

彼
等
は
何
の
為
に
禅
寺
、
を
訪
ね
、
時
に
は
自
ら
坐
怖
を
組
む
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
一
詩
句
に
見

‘
ら
れ
る
限
り
で
は
、
そ
れ
ら
は
市
墜
を
避
け
て
、
山
寺
の
静
浄
を
愛
、
ア
る
為
と
言
え
る
。

ζ

れ
ら
の
詩
句
が
多
く
、
山
水
派
と
か
自
然
派
と
呼
び
得
る
詩
人
達
の
も
の
で
あ
る
と
と
に
よ

っ
て
も
、
そ
れ
は
伺
え
よ
う
。
山
寺
を
叙
す
る
に
、
多
く
幽
、
(
紙
、
な
ど
の
語
、
を
も
っ
て
、
ず
る

の
も
、
そ
の
境
を
愛
す
る
が
放
に
外
な
ら
な
い
。

、‘

院
幽
僧
亦
独
唯
関
山
白
鳥
局
暗
(
語
諒
山
炉

γvr郎一)

清
島
震
一
民
瓜
入
ニ
古
寺
一
初
日
照
ニ
高
林
♂

、.、
.. 

、.. 

山

径

通

ニ

幽

処

-

禅

一

局

花

木

深

山

光

悦

ニ

鳥

性

向

湾

影

空

二

人

心

}

万

鎖

此

倶

恥

惟

閉

鎖

磐

音

(

稿

写

後

喜

一

)

ま
、
た
幽
寂
を
楽
し
み
と
、
な
し
、
関
静
を
愛
17
る
の
で
、
る
る
。
「
一
情
寂
為
レ
楽
此
生
関

有
レ
余
」
(
粧
縦
一
凶
鰍
)
と
い
う
境
地
を
求
め
る
に
は
、
当
時
ナ
で
に
人
々
の
行
楽
地
化
し
た
普
通

の
仏
寺
で
は
無
理
で
、
坐
禅
を
主
と
す
る
山
中
の
禅
寺
托
お
い
て
ζ

そ
得
ら
れ
る
も
の
と
い

え
よ
う
。
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「
長
忠
一
恭
一
三
禅
枕
昨
日
寂
窓
辺
二
世
情
-
一
郎
ν
滞
心
街
得
何
事
倦
一
躍
綾
」
(
組
隣
市
議
」
)
と
の
よ

う
に
係
事
を
忘
札
、
静
寂
の
境
に
ぴ
た
ろ
う
と
し
、
そ
の
た
め
に
読
経
や
坐
禅
を
す
る
の
で

、
、
.
、
，
、
島
、
.. 

、

あ
る
。
「
欲
レ
除
エ
蕊
悩
病
-
当
γ
取
よ
禅
経
誌
二
鈎
レ
は
出
回
目
事
皆
空
戸
」
(
抑
制
四
地
獄
一
百
腕
」
)
「
世
間

無
用
残
年
処
紙
合
王
山
宮
山
手
道
場
乙
(
記
闘
いL
坐
」
)
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
泣
遥
と
し
て
坐

矧
し
た
り
、
関
な
る
と
と
を
愛
し
た
り
で
、
厳
し
い
求
道
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
い
。
「
晩

議
為
レ
学
港
関
心
日
制
レ
到
ν
禅
」
と
り
つ
一
冗
敵
之
の
如
く
、
手
軽
に
禅
を
考
え
て
い
た
の
で

あ
り
、
避
係
、
入
関
の
た
め
の
参
禅
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
詩
の
中
に
「
空
」
と
か
っ
無
我
」

と
い
う
よ
う
な
仏
語
が
見
え
て
も
、
そ
れ
ら
は
、
深
く
仏
に
思
?
入
っ
た
り
、
人
生
解
脱
を

め
ざ
す
哲
学
的
思
惟
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
隠
逸
思
想
を
主
と
す
る
、
老
荘
的
解
釈

を
出
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
の
態
度
は
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
静
寂
の
中
に
坐
悌
し
て
他
怨
を
排
し
、
専
一
思

惟
、
弁
工
ぽ
ナ
行
為
、
紅
、
禅
で
い
う
定
都
一
品
開
ち
止
観
の
態
度
を
詩
人
に
与
え
ず
に
は
長
か
な
い
。

ζ

う
し
て

1
心
を
澄
ま
し
て
境
門
家
に
対
し
、
対
象
を
深
い
観
照
の
上
で
把
握
し
、
詩
一
に
詠
じ

よ
う
と
す
る
諮
度
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
王
維
や
孟
浩
然
な
ど
の
自
然
一
詩
が
、
感
動
を
素

材
と
し
て
、
そ
の
註
り
の
ま
、
ま
に
作
ら
れ
た
詩
と
大
き
左
相
違
を
待
つ
原
因
を
私
は
前
述
の

よ
う
ま
禅
行
に
よ
る
作
用
と
考
え
る
の
で
、
み
る
。

ζ

れ
は
唐
代
の
詩
論
と
し
て
は
、
ま
日
田
齢
の
詩
絡
が
「
夫
出
陣
レ
意
作
レ
詩
即
須
三
一
侠
u

心
目
斗

撃
其
物
日
能
以
レ
心
撃
レ
之
、
深
山
町
三
其
境
一
」
(
鯨
諸
…
府
論
、
)
「
意
用
レ
之
時
、
心
須
ニ
安
レ
神

静
vh
底
」
(
向
上
)
と
、
心
を
対
象
に
，
濯
透
さ
せ
て
行
く
べ
き
と
と
を
説
い
て
い
る
。

ζ

れ
は

走
郊
や
町
民
島
の
言
葉
に
対
ナ
る
苛
思
と
は
異
な
り
、
表
現
以
前
の
心
の
問
題
な
の
で
あ
る
。

「
心
通
ふ
共
物
バ
物
通
即
苧
一
一
口
」
(
向
上
)
と
、
心
と
対
象
と
が
互
い
に
と
け
あ
っ
、
た
一
聞
に
白
か

ら
表
現
の
部
ゲ
生
じ
て
来
る
の
で
あ
る
号
彼
の
昔
話
う
「
安
心
浄
慮
」
は
、
口
一
戸
V
W
P
2
N
戸
(
禅
)

を
静
段
"
と
も
訳
す
よ
う
に
、
禅
の
思
惟
態
度
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
注
目
ナ
ベ
き
論

と
一
一
一
?
人
よ
〉
つ
C

(

波
ご

間
宋
代
の
詩
人
と
禅

宋
代
と
な
る
と
、
唐
詩
人
の
静
寂
を
愛
し
、
坐
禅
一
ニ
妹
に
ひ
た
ろ
う
と
い
う
態
度
と
は
大

っ
て
く
る
。
禅
そ
の
も
の
が
、

般
路
禿
子
ペ
飽
喫
ν
飯
了
、
使
坐
禅
緩
行
、
把
捉
m
F

念
漏
ハ

ヘ
臨
楠
淡
録
J

C
示
地
銀
丸
、

、
之
、
η

廿〈宅一、

ヌ
ー
ソ
〆
/
』
寸
十
二

4
L
4
f
一
駁
喧
求

到
ニ
翠
峯
バ
峯
問
、
甚
処
来
。
郎
一
五
、
山
百
八
4

挺
来
。
峯
一
辺
、
災
緊
有
二
何
一
一
一
一
回
句
弘
伊
二
一
小
於
人
口

・1
ヘ
，
ァ
「

G

一
臨
済
録
/

ヱ
一
ヱ
/
行
録
十
冗
」

只
管
打
坐
を
重
視
せ
ず
、
問
答
や
頒
を
件
る
事
な
ど
に
傾
む
い
て
行
く
の
で
あ
る
。
と
れ
は

禅
寺
を
訪
ね
参
禅
す
る
詩
人
達
の
態
度
に
も
変
化
を
与
え
る
。
そ
れ
は
唐
詩
入
の
静
か
な
敬

一
伎
な
態
度
に
較
べ
、
自
由
関
連
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
oa
宋
代
を
代
表
ナ
る
詩
人
蘇
東
披
に

つ
い
て
憾
に
対
ナ
る
態
度
を
み
て
み
よ
う
。

東
披
の
詩
集
を
開
く
と
、
十
中
二
一
は
寺
院
に
関
ナ
る
詩
で
お
る
。
そ
れ
も
「
遊
二
金
山

寺
一
」
「
俳
ニ
窓
際
土
ア
得
来
詩
復
活
一
一
前
韻
一
」
「
宿
ニ
臨
安
浄
土
寺
一
1

一
「
自
ニ
浄
土
寺
一
一
め
に
ニ
功
民

寺
-
」
「
冬
主
日
独
古
祥
寺
」
「
独
一
遊
寓
陽
背
照
寺
乙
な
ど
の
よ
う
に
山
寺
の
請
来
静
寂
を

愛
し
て
の
遊
行
の
詩
が
多
い
。
そ
の
内
容
も
凶
行
を
う
た
う
よ
り
も
、
寺
の
周
回
の
有
機
を

描
写
す
る
に
終
始
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

宿
二
臨
安
浄
土
寺
-

鶏
鳴
発
こ
余
杭
一
到
レ
寺
己
一
苧
午

参

禅

国

未

レ

暇

飽

食

良

先

務

平
生
唾
'
不
シ
足
急
掃
一
清
風
(
子
一
(
後
略
)

以
下
山
寺
の
タ
か
ら
夜
へ
の
景
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

ζ

ζ

に
見
ら
れ
る
参
禅
態
度
な
ど
、

凡
夫
禅
に
も
入
る
ま
い
。
詩
話
に
見
ら
れ
る
所
で
も
、
精
神
を
磨
く
と
か
、
求
道
と
い
う
積

極
的
な
態
度
よ
り
も
、
風
流
人
の
遊
び
と
い
っ
た
一
政
が
あ
る
。

波
'
参
二
五
泉
姑
禅
師
バ
仰
向
ニ
尊
立
向
性
↓
披
日
、
姓
粁
、
将
一
天
下
一
長
老
経
歪
↓
師
喝
日
、

旦
謹
一
迫
一
喝
重
多
少
。
披
鈍
…
レ
対
。
於
レ
日
疋
前
中
一
礼
ナ
一
。
(
制
時
)

と
か
、
ま
た
、
高
潔
で
、
斎
体
し
た
者
じ
か
全
に
登
ら
せ
ぬ
大
通
節
約
の
所
へ
、
妓
女
を
つ
れ

て
参
謁
し
、
大
通
が
悩
り
を
簡
に
あ
ら
わ
ず
と
、
南
何
子
一
首
、
を
作
っ
て
妓
女
に
歌
わ
せ
、

大
過
の
肯
首
を
得
た
話
、
更
に
、
考
操
と
呼
ぶ
妓
女
と
問
湖
に
，
刈
を
一
点
べ
、
彼
が
長
老
に
な
っ

た
気
で
禅
問
答
ナ
る
話
(
問
し
よ
な
ど
、
厳
し
い
坐
悌
緩
行
を
修
す
る
僧
か
ら
み
れ
ば
、
滋
夫

前
行
婦
に
も
は
い
り
か
ね
る
参
禅
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
公
認
げ
の
流
行
は
禅
へ
の
関
心
を
深
め
、
一
一
汗
に
禅
を
結
び
つ
り
で
論
じ
よ
う
と
す

る
風
を
生
む
の
で
あ
る
。

一
方
、
禅
僧
速
も
一
部
作
を
良
く
し
、
た
。

近
世
僧
学
レ
詩
者
一
散
多
、
皆
無
ニ
超
然
自
得
之
気
↓
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又
自
作
二
種
実
格
律
尤
凡
俗
、
世
誇
同
時
之
酸
鍛
気
↓
(
誠
一
九
純
一
例
巻
)

そ
の
詩
が
お
の
如
く
酷
評
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
求
め
る
詩
境
が
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら

仕
方
が
'
な
い
。
だ
が
と
の
評
を
逆
に
考
え
て
み
る
と
、
当
時
の
詩
人
還
は
「
超
然
自
得
之

気
」
を
詩
に
求
め
て
い
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
一
双
披
は
よ
く
僧
め
詩
に
次
韻
し
た
。

務

自

然

、

蛸

鳴

独

帰

林

下

寺

松

一

探

究

末

レ

掩

片
月
路
一
九
付
履
叫
時
間
三
犬
伏
諜
戸
も
吏
入
手
間
謡
-
去

と
い
う
僧
守
詮
の
詩
に
次
議
し
た
次
の
詩
な
ど
、

担
問
エ
位
外
錦
戸
一
小
レ
見
ニ
制
比
中
守
一
臨
人
行
未
レ
己

草
緩
湿
乙
t
L

股
w

唯

応

ぷ

山

頭

月

夜

夜

間

一

二

来

去

}

禅
婚
の
深
い
静
寂
の
境
地
を
慕
っ
た
も
の
で
あ
り
、
「
束
披
と
い
え
ど
も
そ
の
境
地
は
守
詮

に
及
ば
な
い
」
(
側

wmp)
と
歎
ず
る
人
は
あ
っ
て
も
、
幽
深
清
速
の
境
は
守
詮
の
そ
れ
に
迫

る
も
の
が
あ
り
、
彼
の
と
の
よ
う
な
詩
境
は
次
の
よ
う
な
評
を
生
む
の
で
あ
る
。

次
二
韻
江
晦
叔
詩
一
一
五
、
「
浮
雲
時
事
改
孤
月
此
心
開
問
」
語
意
高
妙
、
如
--vh

安
部
悟
道
之

入
社
与
路
胸
襟
プ
娘
二
一
吾
容
一
一
歩
也
ω
(削
減
)

世
伝
、
東
披
是
波
禅
師
後
身
、
僕
議
信
レ
之
。
(
間
一
M
m
m
)

ζ

札
は
、
来
披
の
参
禅
が
先
に
見
た
よ
う
な
遊
び
の
国
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
乙
と
を
示
し

て
い
明
。
。

い

南
京
禅
は
、
'
州
は
弟
子
に
「
道
へ
通
へ
」
と
問
う
て
問
答
し
、
「
抑
也
者
、
諸
菩
知
識
一
昨
レ

、tP
1
4
u
k
r
p
t
h
μ
h
N
J

ゐ

述
勾
偽
也
'
ニ
ぃ
ω
…抑制…
W
J
)

と
払
や
偽
に
よ
っ
て
、
心
境
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
ο

ζ

の
風
を

受
け
て
詩
人
の
参
禅
も
前
述
の
如
き
も
の
と
な
っ
・
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
禅
の
本
来
の
姿

は
矢
張
。
、
坐
禅
続
行
に
あ
ろ
う
G

宋
に
学
ん
だ
我
が
道
元
禅
師
は
、
「
突
の
得
道
の
た
め

に
い
山
た
だ
住
都
工
夫
、
仏
祖
の
相
伝
な
り
」
(
抑
制
郷
骨
髄
)
と
坐
禅
を
力
説
し
、
「
近
代
の
禅

僧
払
を
作
り
、
法
語
を
皆
一
聞
か
ん
が
た
め
に
文
筆
等
を
こ
の
む
是
れ
使
ち
非
な
り
」
(
同
第
二
)

「
文
筆
詩
等
其
の
詮
な
き
事
し
な
れ
ば
捨
つ
べ
き
道
裂
な
り
」

(2m
こ
と
作
頭
、
作
詩
文
を

排
除
し
て
い
る
。
ま
え
「
学
道
の
最
安
は
坐
抑
ζ

れ
第
一
義
な
り
、
大
宋
の
人
多
く
得
道
ナ

、
、
，
、
、
玉
、
、
，
E

、
，
、
ー
、
、

る
乙
と
み
な
坐
禅
の
ち
か
ら
な
り
。
・
・
・
¥
学
人
は
紙
管
打
坐
し
て
他
を
管
ナ
る
ζ

と
な
か

、
勾
什
e

ニ/

れ
、
仏
砲
の
逝
は
口
ハ
停
一
、
禅
な
り
寸
他
惑
に
版
ず
べ
か
ら
ず
ー
一
知
山
)
と
も
い
い
、
宋
の
禅
僧

が
専
一
坐
禅
し
て
い
る
姿
を
説
い
た
条
も
散
見
ナ
る
。
離
党
、
禅
は
坐
禅
静
慮
を
そ
の
本
質

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
問
宗
禅
接
行
の
中
に
も
、
一
止
器
思
慮
を
第
一
と
ナ
る
僧
が
多
か
っ
た

後
で
あ
る
c

詩
人
選
が
禅
僧
心
問
答
を
真
似
た
と
し
七
も
、
長
い
修
業
の
末
広
動
く
、
あ
の
相
症
の
敏

捷
な
機
鋒
に
到
達
一
出
来
る
は
ず
も
な
く
、
遊
び
め
い
た
参
怖
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。
と
の
よ

う
な
表
面
的
な
参
禅
は
詩
に
与
え
る
も
の
を
持
た
な
い
。
詩
人
達
が
自
己
の
芸
慌
を
高
め
よ

う
乙
し
て
、
禅
か
ら
段
収
、
ず
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
坐
一
都
な
ど
の
禅
行
の
う
ち
に
得

る
、
心
を
一
境
に
専
注
し
て
悟
入
を
求
め
る
定
慈
の
態
度
の
外
に
は
な
い
。

ζ

と
に
創
作
活

動
に
於
て
は
、
美
的
対
象
に
対
、
7
る
観
間
…
の
深
浅
は
、
作
品
の
価
植
を
左
右
す
る
最
大
要
素

で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
定
慈
の
態
度
は
注
話
す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
c

「
絵
を
描
く
も
の
は
単
な
る
形
を
写
さ
ず
、
内
奥
の
意
を
描
く
べ
き
だ
」
と
論
じ
、
観
照
を

主
と
す
る
絵
画
に
も
見
識
を
示
し
た
東
披
に
h

点
い
て
、
観
照
態
度
の
参
禅
に
よ
る
深
化
は
十

分
考
え
ら
れ
る
乙
と
で
あ
る
。
以
上
の
如
く
、
唐
代
の
詩
人
は
多
く
、
老
荘
的
解
釈
か
ら
仏

教
に
接
し
、
山
寺
を
訪
れ
、
参
禅
を
霊
ね
る
う
ち
に
、
自
然
と
、
観
照
態
度
を
深
め
て
行
っ

た
の
で
は
あ
る
が
、
宋
代
で
は
南
京
禅
の
盛
行
と
と
も
に
、
参
禅
が
一
般
化
し
、
詩
人
達
に

と
っ
て
は
、
一
種
の
知
的
遊
戯
化
し
た
起
さ
え
あ
っ
た
。
だ
が
か
く
の
如
き
参
禅
、
禅
問
答

の
盛
行
は
そ
の
間
に
J

守
さ
れ
る
詩
作
に
影
響
を
与
え
、
吏
に
、
詩
に
関
ナ
る
議
論
の
続
出
、

一
一
誌
を
論
ず
る
に
禅
家
の
誌
を
借
用
、
と
い
う
様
な
風
を
生
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

一
ニ
、
詩
論
と
禅

以
上
の
様
な
こ
と
は
詩
論
に
最
も
端
的
に
表
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
先
ず
、
品
ハ
可
の
蔵

海
一
詩
話
が
あ
る
。
山
一
陣
全
書
提
安
に
「
並
ハ
論
レ
一
詩
、
旬
故
レ
作
γ
下
ニ
不
r

了
了
一
語
よ
似
二
千
禅
家
、

機
鋒
」
と
あ
る
よ
う
に
禅
問
答
め
い
た
口
調
で
詩
を
評
し
て
い
る
詩
話
で
あ
る
が
、
中
に
、

凡
作
レ
詩
如
二
参
禅
(
須
レ
有
ニ
活
門
-

と
い
う
勾
が
あ
る
。

ζ

れ
は
栄
天
和
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
持
、
詩
の
多
謝
喧
喧
雀
将
来

破
ニ
寂
家
-
の
勾
意
が
分
ら
な
か
っ
た
。
あ
る
日
、
竹
一
苧
に
坐
し
て
い
た
時
、
突
然
群
雀
が
鳴

き
な
が
ら
飛
来
し
た
の
で
、
卒
然
と
前
匂
を
悟
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
、
詩
の
意
味
を
何
か

の
契
機
に
出
る
こ
と
が
禅
の
借
り
に
通
ず
る
所
か
ら
導
か
れ
た
一
一
一
一
口
で
あ
る
が
、
体
験
に
よ
る

も
の
と
し
て
深
み
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

菱
自
一
泊
が
、
詩
に
「
妙
」
あ
る
べ
き
を
力
説
し
、
又
、
恕
処
法
ニ
自
…
位
同
日
(
紛
糾
)
と
、
詩
の

妙
処
を
裂
で
解
ナ
る
よ
り
は
心
に
悟
ろ
う
と
す
る
の
も
同
じ
態
度
で
あ
る
む

ζ

の
誌
を
‘
陥
ろ

う
と
す
る
一
一
一
口
は
、
当
時
の
詩
話
に
多
見
ナ
る
が
、

ζ

れ
は
明
ら
か
に
禅
の
影
響
で
あ
る
。
詩
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、‘、，

憾
の
「
樹
家
所
諮
正
法
眼
者
、
真
須
呉
ニ
得
此
限
自
ご
「
当
レ
卸
z
禅
家
有
二
山
間
m
U
」
(
似
制
)

栂
謹
の
「
学
レ
詩
洋
似
レ
学
ニ
参
酔
仙
川
下
方
知
歳
是
年
、
一
広
々
」
(
同
恥
)
な
ど
も
そ
の
一
例
で

あ
る
。
と
の
一
一
一
一
口
は
治
決
詩
話
に
か
い
て
最
も
悲
し
く
、
詞
の
根
本
は
妙
悟
に
あ
り
と
す
る
。

論
レ
詩
如
レ
論
レ
禅
・
・
'
大
抵
都
道
世
夜
ニ
妙
悩
ペ
詩
道
亦
，
在
日
ザ
妙
情
-
」
(
詩
弁
)

故
に
、
一
軍
一
袋
陽
は
学
力
で
は
斡
退
之
に
泣
く
及
、
ば
な
い
が
、
詩
は
反
対
に
秀
れ
て
い
る
と
言

う
の
で
あ
る
。
詩
を
単
な
る
叙
意
や
絞
道
の
兵
と
は
考
え
ず
、
そ
こ
に
構
成
さ
れ
た
深
く
た

だ
よ
う
調
べ
を
尊
ぶ
態
度
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
次
の
如
き
論
が
出
さ
れ
る
。

詩
者
吟
ニ
一
部
精
一
位
日
也
。
感
賠
詩
人
、
枇
在
ニ
間
関
趣
ペ
衿
羊
掛
レ
山
知
、
蛇
…
ニ
跡
可
v
求
、
故
北
〈
妙

、，処
、
盛
徹
玲
瑞
、
不
レ
可
ニ
淡
泊
(
如
ニ
空
中
之
昔
、
相
中
之
色
、
水
中
之
月
、
鏡
中
之
象
寸

言
有
レ
氏
、
市
意
無
レ
窮
。
(
殺
さ

詩
は
「
ζ

こ
ろ
」
の
動
き
を
歌
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
は
捉
え
よ
う
の
な
い
も
の
な
が
ら
、
確

か
に
美
し
い
も
の
と
し
て
存
在
す
る
も
の
な
も
の
で
あ
る
。
表
現
の
一
剖
は
尽
き
て
も
、
窮
ま
る

ζ

と
の
な
い
意
を
含
む
、
余
情
の
美
な
の
だ
。
単
在
る
宇
田
の
美
し
さ
で
は
な
い
。
そ
れ
を

真
に
味
う
た
め
に
は
出
入
ナ
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
と
れ
は
詩
に
一
つ
の
美
学
を
見
出
し

た
も
の
で
あ
り
、
後
の
神
韻
説
の
先
導
と
し
て
注
目
、
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
厳
羽
の
右
の
言

葉
も
、
清
浄
解
脱
を
目
指
し
て
、
坐
禅
を
な
す
内
に
到
る
境
地
を
、
水
中
の
月
、
鏡
中
の
像

の
如
き
と
な
す
初
伽
一
的
資
一
記
や
紋
摩
経
、
智
度
論
の
用
法
と
類
似
す
る
と
と
は
、
そ
の
由
来

を
暗
示

L
て
い
る
と
忠
わ
れ
る
守

さ
て
、

ζ

の
余
情
論
は
宋
代
詩
論
の
中
心
を
、
な
す
も
の
で
、
詩
評
で
も
含
蓄
を
高
く
評
価

し
、
「
不
尽
之
窓
」
「
不
窮
之
味
」
と
い
う
よ
う
な
府
誌
で
、
一
評
備
の
基
準
と
も
な
っ
て
い

ス
v
o第
出
場
以
ニ
合
議
天
成
P

為
レ
上
。
(
問
時
州
)

¥
1
1吋
M
B
』・J

匂
中
有
ニ
余
味
ペ
鰐
中
有
エ
余
意
ハ
菩
之
説
問
者
塩
。
(
税
制
)

語
賞
二
含
蓄
4

東
披
一
広
三
一
間
有
レ
尽
市
窓
挺
…
レ
窮
者
、
天
下
之
主
一
一
一
一
口
也
」
。
(
油
引
)

詩
文
要
二
台
蓄
不
σ
露
ー
間
以
是
好
処
。
(
制
川
諮
問
γ
)

乙
れ
ら
合
議
余
情
は
悟
入
に
よ
7
て
の
み
良
く
味
わ
う
ζ

と
の
出
来
る
の
で
あ
り
、
ま
た
そ

れ
に
堪
え
る
だ
け
の
詩
を
作
る
に
は
、
単
に
対
象
の
形
を
詠
ず
る
の
で
は
駄
自
で
あ
る
。
そ

こ
に
い
ほ
先
に
え
た
澄
心

λ
境
の
態
度
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

「
詩
文
眠
不
ニ
搭
空
強
作
日
向
付
レ
松
市
生
、
使
自
工
耳
ω
(附
献
)

須
ν
令
レ
有
ν
所
二
民
間
ト
川
二
則
自
然
度
目
紘
一
号
十
↓
(
制
崎
町
山
間
十
九
)

待
境
と
か
括
入
の
誌
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

ζ

れ
は
、
怖
の
情
に
通
ず
る
も
の
で
あ
う

て
、
対
象
に
浸
透
し
、
真
の
禅
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
し
て

ζ

と
ば

作
ら
れ
る
詩
件
、
一
討
に
よ
っ
て
、
宇
部
を
飾
り
、
表
間
的
な
事
麗
を
出
そ
う
と
す
る
必
一
安
は

こ

C
ろ

な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
そ
の
内
奥
に
合
ま
れ
た
意
を
併
す
る
ζ

と
を
妨
げ
る
の
み
で
あ
ろ

P

「
J

O故
に
、
そ
こ
に
作
む
れ
る
詩
は
、
.
深
遠
古
淡
な
ど
と
呼
ば
れ
る
平
淡
な
姿
を
見
せ
る
。

以
二
平
出
火
山
山
於
為
レ
上
、
怪
倹
蹴
趨
為
レ
下
。
(
州
側
鈎
)

欲
レ
造
二
平
淡
ペ
当
γ
自
-
一
組
躍
中
}
来
、
啓
一
北
八
紛
市
プ
然
後
可
れ
造
二
一
千
淡
之
境
↓
」
(
問
似
)

そ
の
一
平
淡
も
単
な
る
一
平
易
淡
白
と
い
う
の
で
は
な
い
。
一
刊
を
飾
ら
ぬ
が
、
無
線
の
深
み
を
持

つ。
凡
文
章
先
華
麗
雨
後
平
淡
、
如
一
四
時
之
序
↓
万
一
容
別
華
麗
、
哀
別
茂
実
、
秋
冬
別
収
鉄
、

岩
二
外
枯
中
一
活
者
↓
是
也
、
蓋
華
民
茂
実
、
己
作
一
…
北
〈
中
一
突
c
(
純
一
川
)

d
i
;、

所
レ
費
二
千
浩
一
者
、
羽
一
山
JK〈
外
枯
市
中
一
常
似
ニ
港
市
中
夫
美
↓
淵
明
子
一
陣
之
流
、
是
也
。
若
中

辺
山
首
枯
議
、
亦
何
足
レ
迫
。
(
問
削
)

外
国
は
枯
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
内
部
は
充
実
し
た
生
気
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

弱
国
共
に
枯
れ
て
い
る
の
で
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
と
の
平
淡
の
境
に
迭
す
る
に
は
、
四
季

の
変
化
の
如
き
推
移
、
花
か
ら
実
へ
の
道
程
が
必
要
で
あ
る
。
人
生
で
一
一
一
一
口
う
な
ら
、

方
小
別
華
麗
、
年
加
レ
長
漸
入
ニ
平
淡
-
也
。
(
城
野
/回一・4川
H
4
口
、

東
披
嘗
有
三
官
官
与
ニ
其
姪
一
一
五
、
大
凡
為
レ
文
、
当
レ
使
ニ
気
象
川
町
燦
、
五
色
絢
州
洲
一
滴
老
漸

熱
、
乃
造
二
平
治
↓
(
怜
械
)

ご
包
ロ
号
口
、

古
い
項
、
華
援
な
一
詩
一
作
に
力
を
一
任
い
だ
者
が
、
老
年
に
な
っ
て
詩
風
烈
し
、
一
千
淡
に
達
す
る

と
い
h

っ
、
詩
作
の
過
程
を
経
た
一
時
、
始
め
て
到
達
し
得
る
枯
淡
の
境
な
の
で
あ
る
。
杭
な
る

外
か
ら
、
中
の
一
育
を
見
抜
く
に
は
、
鋭
い
観
入
の
具
間
以
が
必
安
で
、
ず
り
ろ
う
。

と
れ
も
東
披
が
一
一
一
一
口
英
を
次
い
で
「
仏
云
、
如
二
人
食
ジ
蜜
、
中
辺
皆
如
、
人
命
(
ニ
五
味
ペ
知
二

位
へ
甘
苦
一
者
、
皆
能
分
こ
別
文
中
辺
日
者
、
百
無
一
一
一
了
出
」
(
制
縦
)
と
?
っ
一
一
一
一
口
実
を
み
る
ど
、

そ
の
論
が
仏
典
か
ら
導
か
れ
た
ζ

と
が
知
ら
れ
る
。
同
採
の
論
を
な
ナ
兵
一
叶
が
「
学
レ
詩
樺
戸

似
レ
学
ι
参
禅
-
ヘ
と
も
い
う
よ
う
に
禅
を
解
才
る
の
を
見
れ
ば
、
そ

ζ
K
働
い
た
禅
の
影
響

の
深
さ
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

も忠、

( 25 ) 



と
の
犠
花
、
米
代
一
一
持
論
の
形
成
に
対
ナ
る
磁
の
影
響
は
否
定
出
来
左
M
W

、
が
、
先
に
同
ん
た
参

の
態
箆
の
如
ノ
¥
理
解
の
程
度
と
な
る
と
甚
だ
疑
問
で
あ
る
c

厳
羽
が
漁
浪
詩
一
括
詩
弁

に
、
従
来
の
詩
を
評
し
て
、

持
家
者
流
、
乗
有
三
大
小
バ
宗
有
z
南
北
九
道
有
ニ
均
正
日
学
者
須
γ
従
ニ
最
上
来
日
間
以
内
z
立
法

制
帆
中
懐
中
第
一
義
M

若
ι
小
乗
禅
、
戸
期
間
、
静
文
来
日
皆
非
レ
正
也
。
論
レ
詩
如
ν
論
レ
禅
。
漠

貌
晋
与
エ
感
…
麗
-
之
詩
、
間
第
一
義
也
甲
大
騒
以
選
之
詩
、
別
小
一
栄
禅
也
。
己
落
ニ
第
二
義
'

発
。
娩
麗
之
詩
則
戸
開
問
文
果
也
。
学
γ
漢
競
晋
与
ニ
盛
麿
-
詩
与
句
、
臨
済
下
也
。
学
ニ
大

騒
以
遠
之
一
詩
v

者
、
宮
部
下
也
。

な
ど
は
、
彼
が
終
り
の
方
で
「
立
借
レ
禅
以
為
ν
時
」
と
断
つ
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
鳴
が
適

切
と
蓄
え
な
い
の
で
あ
る
。
明
の
溺
班
が
「
治
浪
詩
話
料
謬
」
で
指
摘
す
る
よ
う

κ、
大
小

栗
・
南
北
京
・
邪
正
道
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
北
ハ
に
南
宗
に
属
ナ
る
臨
済
・
曹
洞
を
対
比
さ

ぜ
た
告
、
大
騒
以
還
の
詩
を
小
乗
矧
と
者
一
間
い
、
そ
れ
を
学
ぶ
者
を
曹
洞
T
i
と
一
一
一
一
口
っ
て
、
曹
洞

を
小
一
採
視
す
る
如
き
、
周
知
の
惑
の
誤
謬
は
、
「
附
別
立
縞
禅
…
町
一
間
バ
皆
失
ニ
茶
宗
旨
ハ
可
レ
笑
之

持
一
」
と
酷
評
さ
れ
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
と
一
一
一
一
口
わ
ね
ば
左
ら
、
な
い
心
機
を
良
く
知
る
も
の

主
な
ら
ば
、
そ
の
禅
行
の
別
を
示
す
、
初
禅
か
ら
凶
禅
へ
の
区
別
や
、
外
道
禅
・
凡
夫
禅
・
小

一
栄
持
・
大
衆
禅
・
最
上
上
禅
、
な
ど
の
区
別
を
適
用
す
べ
き
で
、
あ
っ
た
ろ
う
。
五
位
郊
の
宗
門
と

大
小
乗
な
ど
を
混
用
す
る
の
は
確
か
に
不
明
な
と
と
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

回
、
結
語

以
上
考
察
を
加
え
て
来
た
様
に
、
詩
人
達
の
禅
に
対
す
る
理
解
は
、
去
十
間
的
で
あ
り
、
参

禅
の
形
式
を
真
似
た
り
、
禅
訟
を
借
り
て
詩
を
論
じ
た
り
、
詩
を
評
し
た
り
す
る
に
過
ぎ
な

か
っ
た
と
も
苦
悶
え
る
。
そ
れ
は
宗
教
と
し
て
仏
を
求
め
、
そ
れ
に
深
く
入
っ
て
行
く
と
い
う

態
度
を
取
ら
な
か
っ
た
為
で
あ
り
、
仕
方
の
な
い
こ
と
と
い
え
よ
う
。
だ
が
間
接
的
に
禅
僧

の
到
り
得
た
境
地
を
煩
や
詩
で
味
わ
い
、
そ
れ
に
到
る
観
行
と
し
て
の
坐
禅
を
真
似
て
い
る

内
に
、
そ
の
境
地
を
愛
し
、
自
ら
の
詩
も
そ
の
境
地
を
詠
も
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

中
間
…
で
は
平
く
か
ら
老
荘
思
想
が
強
く
人
の
心
を
捉
え
、
際
世
を
離
れ
て
山
野
に
穏
接
せ

ん
と
す
る
印
刷
が
あ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
は
単
な
る
社
会
か
ら
の
逃
避
で
あ
り
、
仏
教
の
そ
れ
の

よ
う
に
求
通
と
い
う
積
極
的
な
精
神
性
は
無
か
っ
た
。
だ
か
ら
最
初
は
単
に
遊
行
的
な
気
持

で
山
寺
を
訪
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
禅
寺
の
静
寂
の
境
に
接
し
、
自
ら
も
坐
禅
を
し
て
い
る

内
に
、
自
覚
的

K
観
入
の
具
眼
を
求
め
る
態
度
を
取
る
よ
う
託
、
な
っ
た
の
で
あ
る
。
感
動
を

中
心
と
す
る
詩
に
観
照
の
深
み
を
加
え
た
の
は
王
維
等
か
ら
始
ま
り
、
宋
代
に
主
流
と
な
る

が
、
と
れ
は
前
述
の
如
き
禅
に
対
す
る
詩
人
の
態
度
の
推
移
か
ら
理
解
す
る
ζ

と
が
出
来
よ

。

〉
円

J

感
覚
的
で
現
笑
主
義
の
中
国
人
は
皆
灘
、
濃
厚
な
色
感
を
喜
ぶ
が
、
時
に
は
感
覚
の
悦
び

を
超
越
し
た
清
浄
な
境
地
を
愛
し
た
。
と
れ
は
鹿
以
前
に
も
離
浴
を
志
す
人
に
見
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
が
、
現
笑
主
義
的
・
な
民
族
性
で
は
中
心
と
な
り
得
な
い
。
そ
こ
に
現
実
を
超
え
た

彼
岸
の
世
界
の
あ
る
と
と
に
気
づ
か
せ
た
仏
教
は
倒
宗
に
よ
っ
て
士
大
夫
と
広
く
深
く
結
び

つ
き
、
感
覚
的
世
界
を
超
え
た
内
奥
の
世
界
を
重
ん
ず
る
傾
向
が
詩
に
も
現
わ
れ
、
一
杭
淡
、

余
情
の
新
詩
論
が
生
ま
れ
た
訳
で
あ
る
。
仏
教
の
一
山
内
問
的
、
思
弁
的
な
点

K
従
来
の
老
荘
思

想
の
高
踏
が
結
び
つ
き
、
そ
れ
に
禅
宗
の
実
践
性
が
加
わ
り
、
宋
代
芸
術
様
式
の
基
調
と
な

っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
宋
代
は
中
国
文
化
の
ル
、
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
い
わ
れ
な
が
ら
、
そ
の

生
み
出
し
た
芸
術
は
、
中
国
文
化
の
伝
統
か
ら
い
え
段
、
か
な
り
特
異
な
質
を
持
つ
所
以
で

、
ず
の
ヲ

Q
o

ζ

れ
は
限
を
転
じ
て
、
宋
代
に
そ
の
方
法
を
確
立
し
、
高
度
の
完
成
を
み
た
木
愚
一
闘
を
見

て
も
、
そ
の
創
作
態
度
に
か
い
て
、
従
前
の
単
な
る
感
覚
的
、
な
形
似
を
脱
し
て
、
自
然
と
自

己
と
の
内
面
的
、
な
つ
な
が
り
を
見
出
そ
う
と
ナ
る
態
度
に
伺
え
る
の
で
あ
る
。
心
の
深
奥
に

あ
る
も
の
を
卒
産
に
引
き
出
す
J
ζ

と
に
よ
っ
て
、
自
己
と
自
然
と
の
本
質
的
一
致
、
主
観
客

観
の
一
区
別
の
な
い
絶
対
的
境
地

K
到
達
を
目
指
す
J
ζ

と
は
、
禅
宗
の
他
想
を
捨
て
て
心
を
一

境
に
専
一
任
す
る
思
惟
の
態
度
か
ら
導
か
れ
た
と
と
は
疑
い
な
い
。
そ
の
芸
術
の
頂
点
に
牧
渓

(
機
僧
)
玉
潤
(
天
台
の
僧
)
の
二
人
を
持
っ
と
と
も
、
定
設
で
止
観
の
忠
世
態
度
が
宋
代

芸
術
に
与
え
た
影
響
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
(
来
京
教
育
大
学
中
思
式
典
学
科
室
長
)

( 26 )、

円
注
一
〕
小
西
謹
一
博
士
は
ζ

の
王
昌
齢
の
論
を
、
漢
民
族
に
普
通
的
な
精
神
で
は
な
い
と
さ
れ
、
そ

の
源
泉
を
文
心
躍
竜
等
に
求
め
ら
れ
て
い
る
が
(
文
鏡
秘
府
論
考
、
研
究
鯖
下
、
制
作
考
)
、

紅
は
仏
教
か
ら
の
摂
取
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
壬
日
日
齢
の
論
が
、
す
〈
心
雛
竜
の
神

忠
諮
の
凝
服
、
文
忠
寅
在
日
股
静
な
ど
を
受
け
て
い
る
と
し
て
も
、
、
文
む
脱
却
一
ほ
の
作
者
劉
誌
が

沙
門
の
前
で
人
と
な
っ
た
(
向
山
人
本
伝
)
乙
と
を
思
え
ば
、
そ
の
精
神
に
仏
教
の
影
響
が
色
濃

い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
壬
畠
齢
の
安
神
浄
ほ
の
論
が
誼
接
仏
教
か
ら
導
入
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
系
譜
rh
楠
聞
い
た
仏
教
の
作
用
は
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
な
か
ヮ

た
で
中
の
ろ
う
。
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